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研究成果の概要（和文）：看護教員の教育力量、特に授業力量（授業展開能力）の形成を支援する看護教員を対
象とした専門職公開講座で議論された事例・授業案等授業資料をデータベースに、看護教員が事例検討すること
で形成される授業力量形成過程を明らかにすることを目的とした。まずこの事例検討の過程で体験する教育の視
点を明らかにした。次に新人から事例検討を続けた経験教員に面接調査を行った。結果協同的な事例検討は新人
教員にとって「自分の事例と他者の事例とを重ね、見えていなかった教育の視点に気づく」場であった。さらに
適切な教育手法を「発見」し、「意識的教材化」を試み、日常的な場面で教育的思考と手段を「応用」すること
を身につける場となった。

研究成果の概要（英文）：This study aims to understand the process of the formation and development 
of the educational skills of nursing teachers. The data was materials obtained from lesson plans and
 cases presented and discussed at a professional open lecture for nursing teachers supporting the 
formation of educational skills, specifically lesson development skills (skills in developing 
lessons).Methods: An action research approach was employed. Results We discussed and analyzed ten 
cases of novice teachers, six lesson ideas/plans, and evaluation forms of experienced teachers 
presented at the open lecture, and ten areas of lesson study approaches for practical lessons all 
described in a matrix. 

研究分野：看護学教育　理論看護学

キーワード： 看護教員の教育力量　授業展開能力　看護教員の授業研究　レッスンスタディ　看護教員の熟達化　教
育事例　リフレクション　アクションリサーチ
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は看護教員の教育的視点や教育的思考の形成過程を明らかにすることで、看護教員に求められている授業
力量（授業展開能力）、特に新人の教育視点を獲得するための研修の必要性を示すものである。また看護教員の
教育実践の経験を科学的系統的にリフレクションすることで看護教員の教育実践能力を高める研修方法として教
育事例の検討を提案するものである。看護教員の教育事例検討の実践方法とその成果を明らかにすることで、各
施設でのFDとして教育事例をもとに教員特に新人教員の授業力量を高める制度研修の方向性を示すことにもなる
と考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

看護教育者の中心的課題は、学生の理解を基盤にした学生のパフォーマンス、能力を形成

することである。したがって教員は、学生の能力を査定して、学生の能力を育成する教育力

量を高めることが課題となる。これは臨床で求められる能力が、実践の場で起こる様々な問

題に対応し、その場に応じた思考と判断ができる看護実践能力に移行したため、看護教育は、

その基礎力として学生が主体的な学びと知識を状況に合わせて使用する能力形成が要求さ

れているためである。教員は今まで知識注入を中心に行なってきた講義形式の授業から、学

生のアクティブラーニングを支援し、学生個々の能力獲得の支援ができる教育力量が求め

られている。これは学生の個別の学習目標を設定しつつ到達目標・教育目標に到達するよう

支援することが求められている。つまり、学生の学習の質は教師の教育力量にゆだねられて

いる。一方教育実践の現場で新人看護教員は、多くの困難を抱えている。この新人看護教員

の困難について筆者らの新人看護教員の研究（徳本,2015）では、新人看護教員は、看護実

践とは異なる教育の場で、学生を把握できず、学生理解の方法も獲得していないことを明ら

かにした。また教育目的、学生の学習目標の把握がなされないまま、学生の行動を感覚的に

捉え看護師の位置で対応していることが分かった。この研究対象者は教員養成講習会を受

講し、教育の基礎学問を学んでいる。新人教員が学んだ教育の理論が使えない現象について、

コルトハーヘン（2014）は、教員養成において多くの講義は、学生の持つ経験から獲得した

信念（素朴概念）を変えることができないとし、専門的な課程をへても変更されないとして

いる。また講義で注入した理念や概念によって行動変容することはないとも述べている。ま

た、看護職者の学習と適用について研究した和住(1996）は、学習と適用の間に修得過程が

介在することを明らかにした。この研究では看護職者は現象を自分の位置から描きやすく、

現象を部分的に意味づけ、一貫した目的意識に統合されにくいという対象認識の傾向を持

っていることを明らかにした。この傾向を克服するためには異なる対象像（対象把握）との

看護職者間の相互研鑽を繰り返し、方法論を意識的に適用する中で獲得できるとしている。 

看護教員の教授力量に関する看護学領域の研究は教授力量の概念抽出研究、教授力量を

教員自身の自己評価で測る量的研究は多いが、教員の授業力量である実際場面の視点や思

考、選択した手段についての研究はない。一方、義務教育の教員の授業力量研究では新人教

員の教育場面の視点や思考、手段に注目した研究、教師の教育力量を形成する過程の研究は

多い（浅田ら,1998）。これらの教師の授業力量形成の先行研究は、教育実践を他者と協議

する授業研究の経験、授業終了後の他者とのリフレクションが教師の授業力量形成を促し

ていた。秋田（2008）は、授業実践は教師、生徒、教材との関係の中で様々ことが同時に要

求され、複雑さの中で実際判断がどのようになされるかを学ぶ必要があるとしている。新任

教員はこの複雑性による困難を体験しており、新人教員が困難への対応を学ぶ場として事

例を通しての学習があると述べている。また事例は、初心者に専門家らしく考える機会を提

供するとしている。さらに事例検討は、教師それぞれが＜体験＞したことを科学的・構造的

に捉え返し、次の教育実践の構築に向けていく省察の場であると述べている。これらの研究

から、事例検討の場は学びの共同体として教員の授業力量形成のみならず教員としての成

長発達を支援する場でもあるといえる。 

 
２．研究の目的 

上記の背景を基に本研究は以下の目的で行った。 

1）看護教員が教育実践場面で生起する実践的な問題について、事例を基に協同的に議論



の場で新人教員、経験・熟達教員の状況認識、対象認識、手段・対応の違いを明らかにする。 

2）教員が協同的な事例検討の場を通して新人教員は教育実践場面の状況認識、対象認識、

手段・対応がどのように変化するかを明らかにする。 
 
３．研究の方法 

授業力量を明らかにするために教員の困難場面を振り返った事例、授業案を基に教育事

例検討会を継続的に行っている専門職公開講座をデータベースとしアクションリサーチの

手法で行った。本研究においての新人教員とは教員熟達化研究の枠組みを採用し教育の現

場で教員経験 1年～3年目の者。さらに経験教員は教員経験５年以上の経験がある者、熟練

教員は 10年以上の経験とした。授業力量とは授業展開に使用する指導技術・方法、教材研

究、看護の概念、学生の理解、学生集団形成の支援等の思考と方法を内容とした授業に対す

る認知と行動とした。看護教員の成長は、丸野らの教員の協同的な対話による授業研究によ

る教員の成長モデルをもとにデータ収集した（丸野・松尾 2008）。 

１）対象は、2017年～2018年公開講座に参加した新人看護教員、経験教員の提出事例、授

業案等資料と事例検討の議論とした。経験教員は新人教員から継続的に公開講座に参加し

た看護教員とした。 

２）分析データは公開講座に参加した新人教員の事例、経験教員の提出資料、事例検討中の

質疑応答、事例検討後の面接調査の発話を録音しテキスト化したもの。 

３）分析方法は提示された事例、指導案の授業視点と事例検討の発話の視点について音声デ

ータをもとに教員（新人、中堅、熟練）がとらえる困難場面の対象認識、状況認識、方法・

対応を抽出し、稲垣・佐藤ら（2001）の実践的授業研究課題領域マトリックスの視点を基

に分析し、新人教員と経験教員の事例作成時点の視点と事例検討での他者の視点を比較

検討した。さらに新人教員から事例検討に参加した経験教員を対象に、経験を重ねて変化

する視点や思考と判断について半構造化面接調査し、発話データを質的に分析した。 
 
４．研究成果 

１）教員の事例検討は 2017 年～2018 年各 10 回行った。事例検討の場に提出され

議論された新人看護教員事例１0例、経験教員提出資料 6例を対象とした。新人事

例提出者はすべて経験１年未満であり、経験教員から提示された資料は授業案、授

業計画、評価であった。これら事例、資料を実践的授業研究課題領域マトリックス

で分析した結果、新人教員の事例の視点はすべて①教員自身の思いの記述と②学生

（教員から見えた言動）のみの記述であった。一方それらの事例検討の議論は①～

⑨の視点であった。すなわち①教師としての指導に関する視点②教師の学生観③指

導技術や教材観③授業構成（目的目標の確認）④教材⑤学生相互の関係⑥学生の学

習内容確認や思考⑦学生の学習環境や文脈⑧学習内容と構成⑨教材資料について

の質問が経験教員から投げかけられていた。一方経験教員 6例の資料は、すべて視

点①から⑨の記述があり、議論は①から⑩学習環境についての質疑応答がなされ、

参加者からは質問者の捉える教育的意味、参加者の経験、授業の工夫が表出され視

点を深める議論がなされていた。これらの結果の詳細は学会で報告した。 

２）経験教員を対象に、経験を重ねて変化する思考と判断について半構造化面接調

査できた教員は 9名であった。全員女性で教員経験年数は平均 5.5 年であった。新

人教員の頃、事例検討は「自分の事例と他者の事例とを重ね、見えていなかった教

育の視点に気づく」場であった。さらに継続して参加すると「授業案を提示したこ



とで、気づかずに身体化された知に気づくとともに、自己の認識の特徴、不足して

いた視点に気づく」場となった。新人教員から中堅教員へと差し掛かる段階になる

と何が有効なのかを判断する視点と教育力量が成熟し、［事例を基に状況を分析し

適切な教育手法を発見する］ことができるようになった。新人教員時代には熟練教

員の教育実践の模倣でしかなかった実践が成功体験を重ねることで、確固たる根拠

のもと［看護教員として場面を意図的に教材化］できるようになった。また、学生

とのかかわりだけでなく保護者や同僚への助言場面など［日常の場面に教育的思考

と手段を応用していく］ことも可能となった。さらに事例検討の経験を重ねるとで

「発見」といった指導案を基に状況を分析し適切な教育手段や視点を発見する段階

があり、「意識的教材化」あらゆる場面を意図的に教材化する段階を経験し、「応用」

といった日常の場面に教育的思考と手段を応用していく自己の授業展開について

評価する段階へと教育実践場面の状況認識、対象認識、手段・対応を事例検討の場

面を重ねて獲得していたことが明らかとなった。この結果は学会で報告した。 
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